
ミッドウェー海戦の敗北

日本軍は、初めは勝利を重ねましたが、1942年６月、ミッドウェー海戦で敗れ、翌年2月には、ガダルカナル島
から敗退。そのころから連合国軍の本格的な反撃が始まり、日本への輸送物資が困難になり、日本人の生活が
苦しくなった



学徒出陣

国民の動員も強化されました。
成人の男子の多くが兵士として戦場に送
られ、大学生も兵士にとられました。

このようなことを学徒出陣という

若い女性や中学生も武器をつくる工場などで働かされました



学童疎開

1944年7月、サイパン島の日本軍が全滅するとアメリカ軍の
B29爆撃機による本土空襲が始まる。
大都市に暮らす小学生は、空襲の危険の少ない地方へ移住する

学童疎開が始まった。



沖縄戦

1945年3月～４月連合国軍が沖縄に上陸。
軍関係者だけでなく一般民衆をふくめて12万人が死亡した


